
中小企業の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談事業、講習会、セミナーなどの事業を中心に、中小企業
の支援を行っている京都発明協会の行事をご案内します。

京都発明協会行事のお知らせ（1～2月）

〔特許等取得活用支援事業〕「知財総合支援窓口」（近畿経済産業局委託事業）

〔京都府知的財産総合サポートセンター事業〕（京都府委託事業）

「知財総合支援窓口」における支援（無料）
「知財総合支援窓口」では、窓口支援担当者が中小企業等の抱える知的財
産に関する悩みや課題をワンストップで解決できる支援を無料で行いま
す。また、窓口において即座に課題解決ができない場合には、中小企業等
（個人事業主・創業予定の個人を含む）への直接訪問や知財専門家（弁護士・
弁理士等）との共同での支援により課題等の解決を図ります。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-326-0066又は075-315-8686　※詳細なご案内は、京都発明協会のホームページをご覧ください。〔http://kyoto-hatsumei.com/〕

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く)事前予約制です。
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00
◉場　　　所　京都発明協会 相談室

（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）

事前予約制です。
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による知財相談会（無料）
知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意点等の
知的財産全般について無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込みください。電話：075-326-0066又は075-315-8686

◉日　　　程

◉相談時間帯 13:00～17:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所 京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象 原則、中小企業・個人事業主・創業予定の個人の方

事前予約制です。
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁護士による知財相談会（無料）
知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財
産に関する問題について無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込みください。電話：075-326-0066又は075-315-8686

◉日　　　程 １月１３日（水）拾井 美香 氏 ２月１０日（水）拾井 美香 氏
 １月２７日（水）拾井 美香 氏 ２月２４日（水）拾井 美香 氏
◉相談時間帯 13:00～17:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　原則、中小企業・個人事業主・創業予定の個人の方

相談員による“特許等の相談”（無料）
相談員が、発明、考案、意匠、商標等の産業財産権に関するご相談を受け、ご説明いたします。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686

◉日　　　程 毎週金曜日（休日、祝日を除く）事前予約制です。
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約制です。予約のない場合、
相談会は開催されませんので、
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が、産業財産権に関する様々な事柄について、無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686

◉日　　　程 １月１２日（火）大坪 隆司 氏 １月２６日（火）河野 　修 氏 ２月  ９日（火）小林 良平 氏
　　　　　　　１月１９日（火）大西 雅直 氏 ２月  ２日（火）久留 　徹 氏 ２月１６日（火）佐野 禎哉 氏
◉相談時間帯 13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約がない場合、府内巡回“産業財産権相談会”は開催されませんので、
前日の15:00までにお申し込み下さい。

弁理士による府内巡回“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

◉日　　　程 １月２１日（木）京都産業２１ けいはんな支所 けいはんなオープンイノベーションセンター｢KICK｣
  （関西文化学術研究都市〔京都府 精華・西木津地区〕） 河野 　修 氏
 ２月  ４日（木）綾部商工会議所（京都府綾部市西町1丁目50-1 ITビル4F） 大西 雅直 氏
 ２月２５日（木）宇治市産業振興センター（宇治市大久保町西ノ端1-25） 福本 将彦 氏
◉相談時間帯　13:30～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

京都発明協会行事のお知らせ

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686
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けいはんな分室から

１月  ７日（木）小林 良平 氏
１月１４日（木）河原 哲郎 氏
１月１８日（月）小林 良平 氏
１月２１日（木）笠松 信夫 氏

１月２５日（月）大坪 隆司 氏
１月２８日（木）小林 良平 氏
２月  ４日（木）河原 哲郎 氏

２月  ８日（月）笠松 信夫 氏
２月１５日（月）大坪 隆司 氏
２月１８日（木）河原 哲郎 氏

２月２２日（月）笠松 信夫 氏
２月２５日（木）小林 良平 氏
２月２９日（月）河原 哲郎 氏

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  FAX：0774-66-7546  E-mail：keihanna@mtc.pref.kyoto.lg.jp

けいはんなでの活動、こんなことをやっています
けいはんな分室は、今年度、関西文化学術研究都市（けいはんな学研都市）で活動を開始したけいはんなオープンイノベーションセ
ンター（ＫＩＣＫ）に事務所を移転しました。関係機関と連携を取りながら、イノベーション創出支援という視点も踏まえ、より新鮮な情
報を発信できるよう取り組んでいます。

産学連携・交流のお手伝い
　京都府南部を中心に企業のみなさ
んと大学等との連携のきっかけづく
りや仲を取り持つため「京都大学宇治
キャンパス産学交流会」「同志社大学
けいはんな産学交流会」を継続開催
しています。
京都大学とは「京都大学宇治キャンパ
ス産学交流企業連絡会」が地元企業の方々などで組織され当分室が事
務局となって交流会の企画についてお手伝いしています。
　本年度は、すでに京都大学と３回、秋に同志社大学との交流会も実
施。直近は１２月１６日に京大防災研究所の宇治川オープンラボで降雨
災害などの実験や体験と具体的な産学連携での技術開発事例などを、
講演、紹介していただき大好評でした。

センターの技術支援・相談業務をＰＲ
　毎年「けいはんなプラザ」で開催さ
れる「けいはんなビジネスメッセ」な
どで、当センターの最新の機材を持
ち込み、センターのＰＲをしています。
当分室に分析機器・測定機器がない
ことや専門の研究員がいないことも
あり、なかなかセンターの活用や当
分室の存在に思い至っていただけないこともあります。今後とも機会
あるたびに、地元企業の方々とセンターとの中継ぎ役が出来るようＰＲ
してまいります。
　このほか、当分室の活動状況は京都府中小企業技術センターのホー
ムページをご覧ください。

　私は、けいはんな学研都市での勤務が2回目です。最初は今からおよそ20年前、けいはんなプラザが完成し、学研記念公園が完成間近、木津川台や光台にも住
宅が建ち並びかけたころです。1994年に学研都市の街びらきイベント「学研都市フェスティバル'94」が3ヶ月間にわたり開催されました。私はそのイベントの現場担
当でした。精華・西木津地区では京都府の全国持ち回りイベント「第11回全国都市緑化フェア」もあり、事業実施に当たっては国、3府県、関西財界など関係機関、
団体の駆け引きと思惑に翻弄されたものです（今もそうかもしれませんが）。まだ国立国会図書館も建設は始まっておらず建設予定地はイベントの広大な駐車場に
利用されました。ＫＩＣＫの前身の「私のしごと館」は計画すら私は知りませんでした。
　そんな当時のことを思うと最近のサントリーの研究所の開設をはじめとして様 な々研究施設や企業の立地、商業施設の充実とともに、すっかり都市の景観になじ
んだ（ちょっと古びた）感のあるけいはんなプラザの姿を見るとまさに隔世の感がします。様 な々課題はあるものの、全体としては学研都市が着実に発展しているのを
実感します。
　そうした思いの中で、けいはんな分室が担うべき役割や機能はどうあるべきか、より充実するために何をどうすべきか新たに模索する日 で々す。

（けいはんな分室　山口）けいはんな分室長からのお便り～日頃の活動を通じて～


